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  ●何に使えるのか  

◆ 応用製品・用途 

生体高分子を素材とした分子デバイス製品（酵素

剤・栄養剤・ バイオセンサ・香水 など） 

◆ 従来技術に対するメリット 
 

・従来では実現できなかった新規機能分子デバイス

の提供 

 
 

  ●誰が使うのか  

◆ 関連業種 
 

・生体高分子を素材とした分子「システム」の進化デ

ザインと細胞工学を活用した製品を扱う業種 

◆ 日本標準産業分類中分類

化学工業(16) 

食料品製造業(9) 

飲料・たばこ・飼料製造業(10) 

 

 
●図 （実現できる高分子例） 

◆ 研究背景と研究の狙い 

タンパク質からなる様々な分子素子の開発を行ってい

ます。タンパク質は，分子認識素子（センサ）としても，

酵素（触媒）としても，そして構造材（ナノ材料）としても，

高い性能と多様性を持っています。このタンパク質機

能を自由に改造あるいは創出し，いままで不可能であ

った数々の化学プロセスを実現するのが目標です。 

◆ 研究概要 

最近、あらゆるテルペン合成酵素の活性を、細胞の

中にはいったまま可視化する画期的な手法を開発し

ました。現在はこの手法を用いて、自然界から新しい

テルペン酵素の遺伝子を探索する研究、そして、それ

らの酵素機能を改良する研究をすすめています。同

時に、このテルペン合成酵素の「進化能」に関する基

礎的な研究も行っています。望む「炭素-炭素結合」を

自在に、そして一段階で創る（それも常温常圧で環境

に優しく）！自然界の作り出した驚くべき有機化学ス

キームを精密に解明し、それを自在に利用する こ と 

が 最 終 的 な 目 標 で す 。 

 

 
 

 

  ●関連する知的財産権  

特許第５７８７３４１号（２０１０年１１月１９日出願）「テルペン合成酵素遺伝子のスクリーニング方法」 

 

  ●ＩＭＯからの企業様へのメッセージ  
 

新しい遺伝子工学の進歩は素晴らしいものです。「え！そんなこともできるの？」がいっぱいありますよ。 

【連絡先】学術研究・イノベーション推進機構（ＩＭＯ）知財・技術移転戦略部門 

E-mail：beo3566@office.chiba-u.jp  電話：043-290-3831 FAX：043-290-3519 


